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ダークマター探究 最前線
第27回東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構(Kavli IPMU)・宇宙線研究所(ICRR)合同一般講演会

日　時： 
会　場： 
主　催：
対　象： 
参加費： 
定　員 :
申　込： 

問合せ：

2022年 12月 11日（日）13:00-16:00 
オンライン開催
東京大学 カブリ数物連携宇宙研究機構 / 東京大学 宇宙線研究所
中学生以上
無料
なし (要事前申込み )
応募フォーム （12月 9日申込締切）
https://www.ipmu.jp/ja/27ICRRKIPMU
☎ 04-7136-5981
Email: koukai-kouza@ipmu.jp (Kavli IPMU 広報 )

講演1

宇宙の"ダークサイド"：ダークマターの謎 
エリサ・フェレイラ (Kavli IPMU 助教)

講演2

第2世代暗黒物質直接探索実験の幕開け　
森山 茂栄（ICRR 教授）
対談

エリサ・フェレイラ×森山 茂栄

無料・要申込

12/11
Sun

オンライン 
開　　催

13:00-16:00



ダークマター探究 最前線
第27回東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構・宇宙線研究所合同一般講演会      

2022年12月11日(日) 13:00-16:00

対談 15:00-15:20

15:20-16:00

プログラム

質疑

講演2 13:55-14:45講演1 13:05-13:55

講義

研究の最前線を覗いてみませんか？
あなたのインスピレーションを刺激します。

両講師がざっくばらんに対話します。

両講師が参加者からの質問に答えます。

エリサ・フェレイラ
× 森山茂栄

聞いてみよう！

講義

暗黒物質の正体はなにか、そしてそれを実験室

でとらえて調べたいーー。この素朴な動機に基

づき、世界中の研究者は40年以上研究を続けて

きています。暗黒物質は普通の物質を跳ね飛ば

すことがあると考えられているため、その証拠を

得るための装置を作り、観測を重ねてきました。

2010年ごろにかけて、大きな技術革命が起き、

大量の物質を用意し、暗黒物質が物質を跳ね飛

ばす現象を長期に観測する技術が確立したので

す。その後約10年、いよいよ今年本格的な第2世

代実験が開始されました。真の発見への道のり

は決して短くはありませんが、大きな展開が期待

される暗黒物質の発見へ向けた研究の最前線

について、お伝えします。

宇宙の"ダークサイド"：
ダークマターの謎

私たちが宇宙で見ている銀河や星は、宇宙に存

在する全物質のごく一部に過ぎません。宇宙に

存在する物質の85%は、光を発しない謎の成分、

暗黒物質でできているのです。暗黒物質が宇宙

にもたらした影響を測定していますが、暗黒物質

が何でできているかは未だに分かっていません。

本講演では、暗黒物質が存在しているということ

を私たちがどのようにして知ることになったのか

を紹介し、この謎の成分の現在のところの候補

を紹介します。また、ダークマターの正体解明に

役立つと期待される天体物理学の観測結果につ

いても紹介します。

Kavli IPMU 助教

エリサ・
フェレイラ

講師

ブラジル生まれ。カナダのマギル大学にて博士号を取得。ドイ
ツのマックス・プランク天体物理学研究所のフェローを経て、
現職。専門は宇宙論で、主にダークセクターと初期宇宙の研究
を行う。

ICRR 教授

講師

東京大学宇宙線研究所教授。博士（理学）。1969 年福岡県出身。
専門は宇宙素粒子物理学実験。アクシオン、ニュートリノ、暗黒
物質、陽子崩壊等、未知の素粒子や現象に深い興味を持つ。暗黒
物質実験遂行とともに、ハイパーカミオカンデ建設のプロジェ
クトマネジャーとして、将来の大発見を目指した研究を進めて
いる。

も り や ま し げ た か

森山 茂栄

第2世代暗黒物質
直接探索実験の幕開け
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